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692例，中，腹部手術施行例は 482例である。死亡
例は 40例，災害死 23例，病死 17例である。外来統
計は機械的損傷によるものが約 3%を占めてし、る。
過去2年半の聞に行った胃切除 52例の中胃出血
10例について，出血状態は急激に吐血下血を主訴と
したもの 8例，慢性経過2例である。上部消化管出
血の頻度を諸家の統計に依って示すと，し、ずれも胃
十二指腸潰爆が多数を占めており， Foresの統計に
よると胃炎よりの出血も軽視すべきではない。当科
に於し、ては胃潰蕩6例，十二指腸潰痕2例，胃炎2
例である。胃切除を行う Groyの報告によると，手
術時出血源の明らかでなかった 48例に於いて，試
験開腹に終った 28%の高率で 5年以内に再出血し
ているのに対し，胃切除を行った ~20 例は 11% に再
出血しており，胃切除の有意義な事を認めてし、る。
時期と適応が問題である。 
10) 激痛を伴える柿胃石の 1例
小林健次(水戸谷口病院〉
心宮部空腹時激痛を主訴とし，胃大脅及び小襲警部
に各 1箇の潰療を合併した柿胃石の 1治験例を得た
ので報告した。患者は 54才の男子で，術前レ線に
て胃に一緒する陰影を認め，胃液は低酸を示し，胃
癌の診断にて開腹した。尚，最後の柿食後約 10カ
月を経て発症している。
胃石は 1箇にして鶏卵大コルク様弾性にて脆弱，
黒福色の滑なる部分と，灰褐色の粗なる部分とより
成り，重量は 48gであった。化学的にシプオーノLを
証明し得た。
潰場は，大管部に 0.7xOム小管部に 2.2xO.7cm 
のものを認め。いずれも浅い潰蕩で，患者の既往，
発症時期，潰療が大轡部fこ，小管部潰壊に相対する
如く生じた点等より判ずるに胃石によって生じたも
のと思われる。尚，文献的に本邦の柿胃石について
考察を加えた。 
11) 横行結腸痩の 2例
岩塚泊雄(横須賀市立病院〉
人為的な手術叉は外傷によらずして形成された横
行結腸壌の 2治験例を報告した。
症例 1は 29才男子で腹部痩孔を主訴として来院
したがレ線検査に依り痩九は横行結腸に通じている
ことが判明し，横行結腸切除にて全治したもので術
前既往歴，年令等より横行結腸結核と思われたもの
である。 
症例2は48才女子で瞬部疹痛，発熱を主訴として
来院，横行結腸壊なることが判明し，横行結腸切除
にて全治せる症例でこれは術前横行結腸癌と思われ
たものである。 
横行結腸結核，横行結腸癌は共に比較的稀で，前
者は西田の横行結腸切除 3-6例中 1例にすぎず後者
は直腸癌を除く全大腸癌の 10%にすぎな<，共に
腸狭窄，腸閉塞症状をI包さないと他疾患と鑑別診断
困難であり，その誤診率も非常に高い，しかも本症
例は窪孔を作った点で稀有なるものと云えることを
のベた。 
12) 高石外科に於ける患者統計
泉 武(高石病院〉
都内墨東地区に位置する，高石外科に於ける，昭
和 30年 1月以来，同 32年 11月迄の入院患者統計
並びに，外来患者内容について述べた。 3年間の入
院患者総数は 989例であった。共の中手術施行例は 
69%で，内訳は虫垂切除術が最も多く， 82%を占め
た。
外傷患者は 252例，全患者中 26%を占め，其の中
交通事故に依るものが 44%で最も多く，最近急激
に増加を示してし、る。主要損傷部位別では四肢が主
で頭部並びに躯幹が之に次ぐ，労働災害に依るもの
は 33%であった。共の他内科患者では急性睡眠剤j
中毒が最も多かった。外来患者では四肢損傷及び化
膿症が大部を占めてし、る。 
13) 東金病院に於ける患者統計並びに結腸癌の 
1治験例
松崎 功(東金病院〕
左上腹部腫癌，食欲不振を主訴として来院した患
者を胃癌の診断にて開腹するに原発性横行結腸腫癌
(癌〉と判り，腸洗i捺等術前検査の不完全なるにも拘
わらず横行結腸を広範囲に大網膜を含めて 21cm.切
除し捧臓に充分なる固定を施し端々吻合にて治癒せ
しめた 1例を経験したので、簡単な文献的考察を加え
て報告した。尚県立東金病院の患者統計外来，入
院，手術等の大略を開院後4年間の患者雛勢と共に
発表した。
14) 筋弛緩薬に及ぼす Chlorpromazineの作用
(第 I報〉
筋弛緩薬 (succinylcholinechloride，de-
camethonium bromideおよび d-tubocu-
rarine chloride)に対する Chlorproma-
